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読者の皆さまの気になる橋をご紹介ください。ご当

地自慢の橋、その橋にまつわるエピソード、橋の疑

問などなど、橋にまつわる事なら大歓迎です。
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あなたの「気になる橋」を
お寄せください。

　
丸
太
や
石
で
架
け
ら
れ

た
桁
橋
と
同
様
に
古
来
、

山
間
の
谷
を
渡
る
た
め
に

葛
（
か
ず
ら
）
な
ど
植
物

の
つ
る
を
両
岸
に
渡
し
た

橋
が
吊
橋
で
す
。

　
我
が
国
で
も
、
し
ら
く

ち
か
ず
ら
（
サ
ル
ナ
シ
）

な
ど
の
葛
類
を
使
っ
て

架
け
ら
れ
た
「
祖
谷
（
い

や
）
の
か
ず
ら
橋
」
（
徳

島
県
西
祖
谷
山
村
﹇
現

在
は
三
好
市
﹈
）
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
大
正
時
代
に

一
度
ワ
イ
ヤ
ー

を
使
っ
た
吊
橋

に
架
け
替
え
ら

れ
ま
し
た
が
、

1
9
2
8
（
昭

和
3
）年
、地
域

振
興
目
的
と
し

て
再
び
か
ず
ら

橋
と
し
て
復
活

し
ま
し
た
。

Bridges bring
our brighter future.

橋がつなぐ
みんなの未来

10vol.

橋の構造シリーズ㈬吊橋
最も長い空間を越えることができる吊橋。

世界で一番長い吊橋は明石海峡大橋で、中央支間は約2,000m。

さらに中央支間3,000mを越える夢の吊橋も計画されています。

【つりばし】

なるほど！

吊
橋
の
始
ま
り

　コンピュータが登場する以前は、橋を造るときに

最初に行うのは設計図をもとに原寸大の図面を大き

な部屋の床に描いて、服の仕立てと同じように色々

な部品の型紙を作りました。これを原寸作業といい、

その原寸場は幅15m、長さ50～60m以上の大きな

建物で、床は木板張りでした。この床にはいくつも

の橋の原寸図が重ねて描かれましたが、どの工場に

もベテランの原寸工がいて、彼らはいとも簡単に床

に描かれている何本もの交錯した線の中から必要な

寸法を読み取ってゆく名人芸を発揮していたのです。

　しかし1960年代の中頃からコンピュータが登場し、

原寸作業のプログラムが次々と開発されるにつれ、

原寸場はどんどん縮小され、それまで鋼尺

や巻尺を手に床書き作業をしていた原寸工

は、コンピュータに向かい部材を入

力するようになっていきました。

㈬コンピュータの登場

橋のコラム

はしけん 君

吊
橋
の
転
換
期

　
近
代
吊
橋
の
設
計
理
論

は
、
19
世
紀
の
後
半
に
補

剛
吊
橋
理
論
、
お
よ
び
弾

性
理
論
が
公
表
さ
れ
、
20

世
紀
に
入
る
と
す
ぐ
に
弾

性
理
論
を
発
展
さ
せ
た
弾

性
分
配
理
論
が
ま
と
め
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
理
論
は
、

水
平
力
へ
の
抵
抗
を
ケ
ー

ブ
ル
に
期
待
す
る
こ
と
に

よ
り
補
剛
桁
の
剛
性
を
下

げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
す

る
も
の
で
、
こ
の
方
法
で

設
計
さ
れ
た
の
が
、

1
9
0
9
（
明
治
42
）
年

に
完
成
し
た
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
橋
、
1
9
3
1
（
昭
和

6
）
年
の
ジ
ョ
ー
ジ
ワ
シ

ン
ト
ン
橋
、
1
9
3
7（
昭

和
12
）年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ゲ
ー
ト
橋
、
1
9
4
0
（
昭

和
15
）
年
の
タ
コ
マ
ナ
ロ

ウ
ズ
橋
で
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
理
論
は
耐

風
安
定
性
に
対
し
て
不
十

分
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
ス

パ
ン
8
5
3
m
の
タ
コ
マ

ナ
ロ
ウ
ズ
橋
が
、
補
剛
桁

の
ね
じ
れ
剛
性
の
不
足
か

ら
完
成
後
わ
ず
か
4
ケ
月

で
19
m
／
s
の
風
速
で
落

橋
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
証

明
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
的

に
こ
の
落
橋
事
故
は
、
近

代
吊
橋
技
術
の
発
展
で
動

的
耐
風
安
定
性
を
考
慮
す

る
転
機
と
な
る
重
要
な
出

来
事
と
な
っ
た
の
で
す
。

吊
橋
の
原
理

　
吊
橋
は
塔
、
ケ
ー
ブ
ル

お
よ
び
補
剛
桁
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
ケ
ー
ブ
ル

の
張
り
方
は
陸
地
か
ら
塔

へ
、
そ
し
て
反
対
の
陸
地

へ
と
放
物
線
状
に
張
り
渡

し
ま
す
。
補
剛
桁
は
、
こ

の
メ
イ
ン
ケ
ー
ブ
ル
か
ら
ハ

ン
ガ
ー
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
っ

て
吊
り
下
げ
ら
れ
ま
す
。

メ
イ
ン
ケ
ー
ブ
ル
の
両
端

は
、
ケ
ー
ブ
ル
の
力
を
大

地
に
伝
え
る
ア
ン
カ
レ
ッ

ジ
と
呼
ば
れ
る
巨
大
な
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
塊
で
で
き

て
い
ま
す
。

　
吊
橋
の
補
剛
桁
に
荷
重

が
載
る
と
、
ハ
ン
ガ
ー
ケ

ー
ブ
ル
が
そ
の
荷
重
を
メ

イ
ン
ケ
ー
ブ
ル
に
伝
え
ま

す
。
メ
イ
ン
ケ
ー
ブ
ル
に
は
、

引
張
力
が
作
用
し
て
、
塔

に
圧
縮
力
を
発
生
さ
せ
て

ケ
ー
ブ
ル
端
部
の
ア
ン
カ

レ
ッ
ジ
に
伝
え
ら
れ
ま
す
。

　
吊
橋
は
、
橋
長
が
長
く

な
る
と
、
荷
重
よ
り
も
自

重
が
支
配
的
と
な
り
、
同

時
に
風
を
受
け
て
も
振
動

し
な
い
よ
う
に
安
定
性
を

保
つ
こ
と
が
大
切
と
な
り

ま
す
。
吊
橋
の
発
展
過
程

は
、
こ
の
風
の
作
用
に
対

す
る
安
定
性
を
求
め
る
た

め
の
挑
戦
の
過
程
で
も
あ

っ
た
と
い
え
ま
す
。

はしけん

長
大
橋
へ
の
道

中央支間�

補剛桁

吊橋の原理

圧縮力

引張力
塔

アンカレッジ
ハンガー

メインケーブル

「
祖
谷
の
か
ず
ら
橋
」
長
さ
45
m
、
幅
2
m
、
谷
か

ら
の
高
さ
14
m
。
日
本
三
奇
橋
の
一
つ
で
、
重
要
有

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
明
石
海
峡
大
橋
」
兵
庫
県
神
戸
市
垂
水
区
東

舞
子
町
と
淡
路
市
岩
屋
と
を
結
ぶ
明
石
海
峡
を

横
断
し
て
架
け
ら
れ
た
世
界
最
長
の
吊
橋
。
建

設
当
初
は
全
長
3
9
1
0
m
、
中
央
支
間

1
9
9
0
m
で
し
た
が
、
1
9
9
5
（
平
成
7
）

年
1
月
17
日
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
地
盤
が

ず
れ
、
1
m
伸
び
ま
し
た
。

　
吊
橋
の
中
央
支
間
の
長

大
化
は
、
耐
風
設
計
技
術

の
向
上
と
と
も
に
、
メ
イ

ン
ケ
ー
ブ
ル
の
鋼
線
強
度

増
大
に
も
寄
与
し
て
い
ま

す
。

　
1
8
8
3
（
明
治
16
）

年
に
建
設
さ
れ
た
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
吊
橋
に
は
1
1
2

kgf
／
mm2

の
ケ
ー
ブ
ル
鋼
線

が
使
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
後
鋼
線
強
度
は
増
す
一

方
で
、
1
9
7
0
年
代
に

な
る
と
、
1
9
7
3
（
昭

和
48
）
年
の
第
1
ボ
ス
ポ

ラ
ス
橋
や
関
門
橋
で
、

1
6
0
kgf
／
mm2

の
鋼
線
が

初
め
て
使
用
さ
れ
、

1
9
8
1
（
昭
和
56
）
年

の
イ
ギ
リ
ス
の
ハ
ン
バ
ー

吊
橋
に
も
こ
の
強
度
の
鋼

線
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

明
石
海
峡
大
橋
に
は
さ

ら
に
こ
れ
を
上
回
る

1
8
0
kgf
／
mm2

の
鋼
線
が

使
用
さ
れ
、
当
初
計
画
で

は
4
本
の
メ
イ
ン
ケ
ー
ブ

ル
（
1
6
0
kgf
／
mm2
）
が

2
本
に
変
更
さ
れ
、
自
重

を
軽
く
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
ま
た
補
剛
桁
に
は
、
ト

ラ
ス
構
造
が
多
く
採
用
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、

1
9
6
6
（
昭
和
41
）
年

に
完
成
し
た
イ
ギ
リ
ス
の

セ
バ
ー
ン
橋
に
は
初
め
て

偏
平
の
流
線
型
断
面
の
箱

桁
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
以
後
、
日
本
で
は

1
9
8
8
（
昭
和
63
）
年

の
本
四
架
橋
の
大
島
大
橋
、

1
9
9
8
（
平
成
10
）
年

の
北
海
道
の
白
鳥
大
橋
に

流
線
型
箱
桁
が
採
用
さ
れ

ま
し
た
。

「
九
重
“夢
”大
吊
り
橋
」
大
分
県
球
磨
郡
九
重
町
に

あ
る
中
央
支
間
3
9
0
m
、
谷
か
ら
の
高
さ
は
最
大

1
7
3
m
の
無
補
剛
吊
橋
と
し
て
は
日
本
一
の
規
模

の
吊
橋
。
2
0
0
6
（
平
成
18
）
年
に
完
成
。


